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「砂防」という用語は、「SABO」として世界の共通語となっています。しかし、地域の方々にはあまり浸透していな
いのが現状です。
それは、学校教育などで「水害」「地震」は学びますが、「土砂災害」はほとんど取り上げられていないところに
一つの要因があると考えられます。

子供たちを対象とした土石流、地すべり、がけ崩れ、火山災害などの砂防学習は
将来を担う子供たちが、 「自然災害などの緊急時における望ましい対応能力」
「自分のことは自分で守るちから」「災害弱者を思いやる心」」などを身につける
ための教育であり、ひいては将来の地域づくり、社会の担い手を育てる教育
でもあります。
ここに、当出張所で取り組む小学生を対象とした冬休み「砂防勉強会」
の意義があります。
また砂防の仕事の役割を理解していただければ…と思うものです。
ぜひみなさま、ふるってご参加ください。

電話（松川庁舎：０２４－５９１－１２０７）か、松川砂防学習室に遊びに来たときに受付のお姉さんに
言ってください。

松松 川川 庁庁 舎舎 でで 火火 山山 とと 土土 石石 流流 をを 学学 ぼぼ うう ！！
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国土交通省 福島河川国道事務所
吾妻山山系砂防出張所（本庁舎）
〒960-2156
福島県福島市荒井字地蔵原甲2－14
TEL 024-593-0831

吾妻山山系砂防出張所（松川庁舎）
〒960-2261
福島県福島市町庭坂字遠原三3-4
TEL  024-591-1207
H P http://www. thr.mlit.go.jp/fukushima/

お問い合わせはこちら
(ご意見・ご感想・砂防に関すること)
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１０月２７日（水）、２８日（木）に佐原小学校４年生、５年生の皆さんが荒川と砂防施設について学習しま

した。

荒川資料室で荒川づくり協議会の方から荒川についての説明を受けた後、火山噴火実験（炭酸飲料水

を使って簡単にできるものです）と４年生は土石流模型実験を見学しました。両日とも肌寒い日でしたが、

間近に見る霞堤や地蔵原堰堤などを荒川の散策と併せて楽しみながら学んだようです。

11月３日（水・祝）、第８回あづまの郷ウォーク大会

があづま総合運動公園一帯で開催され、県内外か

ら約２，１００名が参加しました。

参加者は７～２０kmの５コースからコースを選択、

秋の風景とウォーキングを楽しみました。

吾妻山山系砂防出張所では今年もゴール地点に

て土石流模型実験とパネル展示を行い、参加者の

皆さんに土石流災害の恐ろしさを体験していただき

ました。またアンケート調査にも多くの方にご協力い

ただきました。ありがとうございました。

地蔵原堰堤を前に川や砂防堰堤につ
いて勉強中です。

地蔵原堰堤を前に川や砂防堰堤につ
いて勉強中です。

庭坂小学校６年生がお花のプ
ランターを松川庁舎に持ってき
てくれました。
玄関先で来庁者や職員の目を
楽しませてくれています。
庭坂小学校のみなさん、ありが
とうございました。

服部事務所長も参加しました。 多くの参加者に体験していただきました。

土石流模型実験では土石流の力や砂
防堰堤の効果にビックリ！！

土石流模型実験では土石流の力や砂
防堰堤の効果にビックリ！！

荒川資料室には多くの写真や資料が
あります。

荒川資料室には多くの写真や資料が
あります。


